
踞

甲
府
市
自
治
会
連
合
会
と
の
意
見
交
換

期

南
毛
利
地
区

員
宏

蓬
絡
協
議
会

会
長

菊

地

清

い
等
が
上
げ
ら
れ
た
。

自
治
会
活
動
を
周

知
し
、

住
民
意
識
の
向
上
促
進
に
努
め
、

加
入
を
呼
び
掛
け
た
い
。

③

防
災
対
策
に
つ
い
て
。

厚
木
市
に
は
、

ぼ
う
さ
い
の
丘
公
園
が
あ
り
、

甲
府
市
に

比
べ
一
歩
進
ん
で
い
る
と
感
じ
た
。

会
議
後
、

甲
府
市
環
境
セ
ン

タ
ー
の
ビ
デ

オ
説
明
が
あ
り
、

実
際
に
一
時
間
見
学
、

セ

ン

タ
ー
は
平
成
8
年
竣
工
、

日
本
で
十
指
に

入
る
最
新
設
備
が
整
っ

て
い
る
。

セ
ン

タ
ー

内
は
破
砕
工
場
と
焼
却
工
場
に
別
れ
、

再
生

資
源
の
回
収
、

ゴ
ミ
の
減
量
を
図
っ

て
い
る
。

万
全
を
期
し
た
公
害
防
止
対
策
が
採
用
さ
れ
、

施
設
か
ら
二
次
公
害
の
発
生
が
な
い
よ
う
衛

生
的
で
効
率
の
良
い
処
理
が
で
き
る
設
備
と

な
っ

て
い
る
。

セ
ン

タ
ー
の
周
辺
に
は
住
宅

や
病
院
も
あ
り
安
全
で
あ
る
こ
と
が
伺
え
た
。

厚
木
市
も
、

難
し
い
土
地
問
題
を
か
か
え
て

い
る
が
、

話
し
合
い
が
進
み
一
日
も
早
く
こ

の
よ
う
な
新
し
い
ゴ
ミ
焼
却
施
設
を
建
設
さ

れ
る
事
を
望
む
。

帰
路
、

恵
林
寺
を
訪
れ
遠
い
昔
の
甲
斐
の

国
に
思
い
を
は
せ
、

研
修
は
有
意
義
に
終
っ

た
。

胃縊三二 平成↑8年↑0月 l日

梅
雨
の
中
休
み
、

早
朝
よ
り
晴
天
に
恵
ま

れ
7
月
4
ロ
7
時
30
分
文
化
会
館
を
出
発
、

一
路
山
梨
へ
、

甲
府
南
イ
ン

タ
ー
よ
り
即
分
、

甲
府
市
環
境
セ
ン

タ
ー
へ
到
着
。

10
時
よ
り

大
会
議
室
に
て
甲
府
市
自
治
会
連
合
会
と
の

意
見
交
換
を
行
い
、

15
項
目
の
質
問
に
回
答

を
得
た
。

そ
の
内
の
主
な
3
項
目
を
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

D

自
治
会
組
織
に
つ
い
て
。

甲
府
市
は
、

古
い
歴
史
と
美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
栄
え
、

全
国
4
番
目
に
市
に
昇
格
し
、

現
在
人
口

約
20
万
人
山
梨
県
の
23
%
を
占
め
る
。

臼

治
会
数
5
2
3
と
多
く
、

自
治
会
平
均
1

4
0
世
帯
と
規
模
は
小
さ
い
。

自
治
会
加

入
率
は
、

厚
木
市
の
れ
･

8
%
を
上
ま
わ

る
。

会
館
不
足
で
、

会
長
宅
を
利
用
す
る

日

と
こ
ろ
も
有
り
、

建
設
を
望
ん
で
い
た
。

月“
@

自
治
会
未
加
入
世
帯
に
つ
い
て
。

非
定

^
U↑

住
性
か
ら
学
生
ア
パ
ー
ト
や
管
理
組
合
の

昨
あ
る
マ
ン

シ
ョ

ン

等
は
未
加
入
が
口
立
つ

轍
派熟燧で班備揃嗽等郊億劫舘潮双鯵

倒
な
ど
の
理
由
で
未
加
入
の
場
合
も
あ
る
。

未
加
入
者
の
主
な
ト
ラ
ブ
ル
と
し
て
、

収

集
日
以
外
の
ゴ
ミ
出
し
や
分
別
回
収
し
な

◎みんなの手で育てようあすの自治治

発

自

白◎地域づくりは市民の民主的 ･自発

標
で

乙

ら

で

市
会

手

り

か

同
木
治

の

く
動
共
厚
自

な

づ

活
と

ん

を

城
な

政
行
集

み

会
地
的

行
発
編

◎行政と共同で築く豊かな文化
発行 厚木市 FI治会連絡協議会
編集 自治会連絡協議会広報部会

電話 046 - 225 - 2101
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燃灘整
編
集
後
記

厚
木
市
自
治
会
の
組
織
図

‘

自

治

会

← 治

自

治

会　　
　
　
　
　
　

　
　

地
区
自
治
会
連
絡
協
議
会

(
市
立
公
民
館
区
城

中
地
区
)

総

会
(
単
位
自
治
会
長

盤
名
)

理
事
会
(
地
区
代
表
理
事

翌
名
)

厚
木
市
自
治
会
連
絡
協
議
会

関
係
者
の
ご
協
力
に
よ
り
、

こ

こ

に
自
治

会
あ
っ
ぎ
第
即
号
の
記
念
号
を
発
行
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

各
地
域
の
自
治
会
活
動
が
先
人
の
ご
努
力

に
よ
り
、

今
日
ま
で
脈
々

と
受
け
継
が
れ
て

参
り
ま
し
た
こ

と
に
対
し
ま
し
て
、

改
め
て

敬
意
を
表
し
ま
す
。

今
回
は
、

第
50
号
を
記
念
し
紙
面
を
充
実

し
て
各
地
区
活
動
の
取
り
組
み
や
各
地
区
の

様
子

(
特
色
や
イ
メ

ー
ジ
)
を
地
区
旗
で
紹

介
す
る
紙
面
構
成
に
し
て
み
ま
し
た
。

今
後
も
、

地
域
住
民
が
住
み
や
す
い
生
活

環
境
を
、

よ
り
活
発
化
す
る
た
め
の
情
報
紙

と
し
て
、

皆
様
方
の
お
役
に
立
つ
こ

と
を
願

っ

て
い
ま
す
。

(
広
報
部
会
‐

同
)

一
目
込
宏
ご
加
入
状
況

一

昭和5 5年9月 1日現在

地区名 加入世帯数
厚 木 北 4 3 1 1
厚 木 南 3 ,4 2 6
依 知 3 7 8 3
睦 合 7 2 8 7
荻 野 4 ,8 8 0
小 魚,占 1 9 0 8
南 毛 利 7 9 7 0
玉 川 7 3 9
相 川 2 ,5 5 8
緑 ケ 丘 2 ,2 19
4Il
--=□ 3 9 ,0 8 1
厚木市全世帯3 9 7 4 1世帯

(98 3% 加入)

市
内
各
地
区
白
治
会
の
加
入
状
況

は
次
の
と
お
り
で
す
が
、

全
体
の
加

入
率
は

%
･

3
パ
ー
セ
ン

ト
で
、

組

織
規
模
に
つ
い
て
は
、

最
大
9
2
0

世
帯
、

最
小
20
世
帯
、

平
均
で
は
2

1
4
世
帯
と
な
っ

て
い
ま
す
。

齢
者
慰
安
行
事
等
の

地
域
福
祉
推
進
活

動
等
々

自
治
会
の

活
動
は

範
囲
も
広
く

対
象
も
地
域
の
老
若
男
女
全
員
で
す
。

こ

の
様
な
多
く
の

活
動
を
途
切
れ
る

こ

と
な
く
地
道
に

取
組
ん

で
定
着
さ
せ

て
い

く
必
要
が
あ
り
、

そ
の

た
め
に

も

自
治
会
員
の

皆
様
の

尚
一
層
の
ご

理
解
、

ご

協
力
を
お

願
い

す
る

次
第
で
す
。

こ

の
様
な
こ

と
が
出
来
て

初
め
て

住
ん

で

よ

か
っ
た

ま
ち
、

住
ん

で
み
た

い
ま
ち

づ
く
り
が
出
来
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、

最
近
マ
ン
シ
ョ

ン
、

ア
パ
ー

ト
等
が
増
加
し
、

こ
れ
ら
の
居
住
者
の
方
々

の
自
治
会
へ
の
加
入
が
少
な
い

事
が
指

摘
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、

災
害
発
生
時

の

救
助
や
援
助
物
資
の

配
分
等
は

自
治

会
が
基
本
で
す
。

未
加
入
者
の

救
助
救

済
等
の

遅
れ
が
懸
念
さ
れ
ま
す
の
で
、

加

入
の

促
進
が
急
が
れ
ま
す
。

即
ち
、

市

民
全
員
が
自
治
会
員
と
し
て

楽
し
く
幸

せ
で
住
ん
で
よ

か
っ

た
と
実
感
で
き
る

ま
ち
に

し
た

い
も
の
で
す
。

最
後
に
、

/

　
　
　
　

　
　
　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　

と
自
治
会
員

#
}

#

震
バ

　　

　

の
皆
様
の
ご

g

報
◎

≦
導
き
‘

多
幸
を
ご
祈

し礎
筵

念
申
し
上
げ

源
、

/信
濃

ま
す
。

厚
木
市
自
治
会
連
絡
協
議
会

会
長

井

上

昇

で
幸
せ
な
楽
し
い

生
活
を
送
る
た

め
の

諸
活
動
に

取
り
組
ん

で
い

く
事
に

あ
り

ま
す
。

即
ち
、

向
う
三
軒
両
隣
ご
近
所

同
士
の
助
け
合
い
協
力
か
ら
始
ま
っ
て
、

各

組

(
班
)
各
町
内
毎
に

確
立
し
た
組
織

の
中
で
諸
活
動
を
進
め
、

又
行
政
当
局

と
も
協
力
し
て

車
の

両
輪
の

如
く
対
応

し
て
い

く
中
で
、

良
い

地
域
社
会
が
確

立
で
き
る

も
の

で
あ
り
ま
す
。

今
自
治

会
が
重
点
活
動
と

し
て

取
組
ん
で
お
り

ま
す
安
心
安
全
の

ま
ち
づ
く
り
の

防
犯

活
動
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、

子
供
達
の

登

下
校
時
の
安
全
を
見
守
る

愛
の
目
運
動

へ
の

参
加
、

何
時
起
こ
る

か
わ

か
ら

な

い

地
震
へ
の

防
災
対
策
の

取
組
み
、

環

境
問
題
で
も
あ
る

ご
み
の

分
別
作
業
や

紙
ご

み
ゼ
ロ

運
動
な
ど
定
着
し
て

大
き

な
成
果
も
上
が
っ
て
お
り
ま
す
。

更
に
、

街
中
の

不
良
掲
示
物
の

撤
去

や
落
書
き
の

消
去
等
の

美
化
活
動
も
積

極
的
な
取
組
み
が
大
切
で
す
。

又
地
域

の
運
動
会
、

餅
つ
き
大
会
、

カ

ラ
オ

ケ

会
等
々

の
地
域
活
動
、

ミ
ニ

デ
ー

や
高

自
治
会
の

皆
様
お
元
気
で
す
か
。

自

治
会
あ
っ
ぎ
も
今
回
で
即
号
と
な
り
、

第

1
回
発
行
の

昭
和
55
年
よ

り
25
年
経
過

い
た
し

ま
し

た
。

こ
の

間
、

自
治
会
の

機
関
紙
と
し
て

歴
代
会
長
の
挨
拶
や
事

業
報
告
、

単
位
自
治
会
の
活
動
状
況
等

が
報
告
さ
れ
、

皆
様
に

周
知
さ
れ
た
こ

と
は

そ
の

時
代
毎
の

役
員
の
ご

苦
労
と

ご

協
力
に
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

△7

回
即
号
の

記
念
号
と
し
て

頁
数
を
増
加

し
て

各
地
区
の

特
色
あ
る
活
動
な
ど
、

紹

介
す
る

記
事
内
容
に

工
夫
を
加
え
て

み

ま
し
た
の
で
ご
講
読
く
だ
さ
い
。

さ
て
、

自
治
会
活
動
の
基
本
は
、

地

域
毎
に

市
民
が
お
互
い

協
力
し
て

平
和

自
治
会
長
研
修
視
察

平成乍&年↑0月倖日 E轄彗三垂
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“

然
高
の

平成乍8年乍0月↑日

｢
面
欄
盆
｣
の
夜
に
、

精
霊
を
迎
え
慰
め

る
イ
ベ
ン

ト
が
｢
盆
踊
り
｣
で
あ
る
が
、

近

年
は
、

地
区
の
人
た
ち
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ

ン

の
場
、

ふ
る
さ
と
の
思
い
出
作
り
に
菫

が
咲
く
盆
踊
り
大
会
に
な
っ

て
き
て
い
る
‘

今
年
も
、

高
坪
連
合
白
治
会
主
催
の
盆
踊

り
大
会
が
7
月
銘
□
(
上
)
に
実
施
さ
れ
た
,

こ
の
時
期
は
梅
雨
の
最
中
で
今
年
は
、

大
会

す
ら
危
ぶ
ま
れ
た
が
、

曇
り
空
の
櫓
作
り
も

職
人
衆
や
細
長
さ
、
ん
達
の
執
笠
息
で
無
事
完
成
“

い
よ
い
よ
本
番
の
"
□
を
待
つ
ば
か
り
.

し

か
し
、

雨
、

雨
、

雨
!
の
毎
H
.

と
こ

ろ
が
、

1
週
間
後
の
当
ロ
は
、

な
ん
と
薄
日
が
差
し

込
ん
で
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
“

当
u
は
、

乍
前
10
時
か
ら
、

女
性
部
に
よ
る
お
で
ん
の

仕
込
み
開
始
、

午
後
か
ら
は
、

櫓
の
飾
り
つ

け
、

提
灯
付
け
、

野
球
部
員
に
よ
る
焼
き
鳥
、

カ
キ
永
の
屋
台
が
完
成
.

育
成
会
･

子
ど
も

会
、

ド
ッ

チ
ボ
ー
ル
会
員
ら
に
よ
る
模
擬
店

(
焼
き
お
に
ぎ
り
･

フ

ラ
ン

ク
フ

ル
ト
･

ヨ

ー
ヨ

ー
等
、

緑
日
並
み
の
夜
店
が
続
々

)
の

開
店
が
待
ち
ど
お
し
い
。

生
ビ
ー
ル
･

お
で

ん
･

金
魚
す
く
い
は
自
治
会
が
運
営
.

号

蒸
し
暑
さ
が
似
合
う
の
が
盆
踊
り
だ
が
、

即
ち
ょ

う
ど
良
い
気
候
だ
と
発
言
し
た
ら
、

皮

第…
肉
に
も
カ
キ
氷
店
･

ビ
ー
ル
店
か
ら
は

｢
売

り
上
げ
に
影
響
す
る
よ
｣
と
怒
ら
れ
て
し
ま

め
っ

た
“

‐
!

(

広
報
車
は
、

地
域
住
人
の
呼
び
込
み
に
発

達
。

交
通
安
全
母
の
ハ
ム
･

指
導
員
･

消
防
川

は
安
心
安
全
確
保
に
専
念
れ

模
擬
店
開
始
後

は
、

子
ど
も
や
保
護
者
の
人
達
で
何
処
も
、

長
蛇
の
列
、

列
、

列
!

乍
後
7
時
、

大
太
鼓
の
音
に
合
わ
せ
盆
踊

り
が
ス

タ
ー
ト
、

女
性
部
･

婦
人
部
の
踊
り

の
指
導
で
輪
も
一

重
か
ら
二
重
に
広
が
り
、

会
場
に
は
、

6
0
0
名
余
の
人
達
で
、

踊
り

の
先
生
達
も
踊
り
づ
ら
そ
う
。

倒
せ
手
を
広

げ
る
と
他
の
人
に
触
れ
て
し
ま
う
、

会
場
が

狭
く
な
っ

た
よ
う
だ

(
鮎
ま
つ
り
の
曲
は

踊
り
や
す
い
、

総
務
が
踊
る
相
馬
盆
踊
り
は
、

ち
ょ

っ

と
見
ら
れ
ま
せ
ん
ね
,

福
舞
体
操
良

か
っ

た
等
な
ど
)

閉
会
後
、

名
残
り
惜
し
い

｢
ふ
る
さ
と
祭

り
の
思
い
出
を
胸
に
｣
子
ど
も
や
孫
、

お
父

さ
ん
、

お
母
さ
ん
、

お
じ
い
ち
ゃ

ん
、

お
ば

あ
ち
ゃ

ん
、

又
来
年
こ
の
場
所
で
お
会
い
し

ま
し
ょ

う
‘

各
役
員
･

団
体
さ
ん
本
当
に
お

疲
れ
様
で
し
た
。

(
因
み
に
、

次
の
月
は
大

雨
で
し
た
)

地域で盛り上げる金踊り大公

巍
霊

門
u
･

大
竹
自
治
会
は
、

前
に
県
立
七
沢

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
、

両
横
に
は
、

県
立

自
然
保
護
セ
ン

タ
ー
と
県
立
七
沢
森
林
公
園

に
挟
ま
れ
、

歴
史
的
に
北
條
氏
の
出
城
で
あ

る
七
沢
城
跡
等
色
々

な
史
跡
も
豊
か
な
素
晴

ら
し
い
自
然
と
歴
史
の
地
域
で
す
‘

自
治
会
員
数
は
86
世
帯
で
、

先
祖
代
々

こ

の
地
に
在
住
の
方
と
新
し
い
世
帯
の
約
半
数

づ
つ
に
分
か
れ
て
お
り
、

両
者
の
和
を
い
か

に
作
っ

て
活
気
あ
る
自
治
会
活
動
に
す
る
か

が
大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
す

こ

の
地
域
は
、

昨
年
度
に
地
域
再
生
モ
デ

ル
地
区
に
指
定
さ
れ
今
後
10
年
の
歳
月
を
か

け
て
子
供
達
や
孫
達
、

他
の
地
域
社
会
に
誇

ら
れ
る
よ
う
な
活
気
流
れ
る
地
域
づ
く
り
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

｢
豊
か
な
自
然

散
策
の
里

七
沢
｣
の
キ
ャ

ッ

チ
フ

レ
ー

ズ
の
も
と
、

古
民
家
建
設
、

森
林
セ
ラ
ピ
ー
･

健
康
づ
く
り
大
学
、

カ
ボ
ス

植
樹
、

ハ
イ
キ

ン

グ
コ

ー
ス

整
備
、

里
山
づ
く
り
、

食
文
化

村
等
七
沢
の
地
域
の
特
色
を
生
か
し
て
地
域

を
繁
栄
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
,

自
治

会
員
も
全
員
一
丸
と
な
っ

て
モ
デ
ル
地
域
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
行
動
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、

七
沢
で
は
、

昨
年
防
犯
モ
デ
ル

地

域
と
し
て
色
々

と
活
動
い
た
し
ま
し
た
が
、

本
年
度
は
、

玉
川
地
区
全
体
で
モ
デ
ル
地
域

に
指
定
さ
れ
、

我
が
自
治
会
は
11
月
が
当
番

自治会旅行でのなごやかな - 日

月
と
な
り
各
種
の
防
犯
活
動
に
取
組
ん
で
お

り
ま
す
。

ま
た
、

｢
八
.

三
運
動
｣
に
も
取

組
ん
で
お
り
、

八
と
は
、

8
時
前
後
(
7
時

半
~
8
時
半
)
、

ま
と
は
、

3
時
前
後
(
2

時
半
~
3
時
半
)
を
防
犯
重
点
取
組
み
時
間
ゞ

と
し
、

こ
の
時
間
帯
に
は
腕
章
、

セ
イ
フ

テ

、

坏
ベ

ス
ト
、

帽
子

を
清
川
し
出
来
る
限
り
地

#

物
玲
坪
を

現
廼
勘
汁
供
、
魁
や

霧
鱈付随
安
江
"
貼

　
　

　　　　　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

歩
道
で
交
通
指
導
翫
事
鰤
斜
と
協
力
し
て

楚
ず

施
し
て
お
り
ま
す
'

-

自
治
会
の
和
を
大
切
に
す
る
た
め
各
種
会
　

議
内
容
は
回
覧
し
、

情
報
の
共
有
化
も
図
っ

峅

て
お
り
ま
す
。

自
治
会
の
旅
行
は
毎
年
実
施

し
、

ま
た
、

自
治
会
独
白
で
9
月
に
敬
老
会

で

を
開
催
し
先
輩
達
を
敬
っ

て
お
り
ま
す
。

こ

だ

の
よ
う
に
自
治
会
活
動
の
充
実
に
努
め
て
お

=

り
ま
す
の
で
、

今
後
も
ご
協
力
を
宜
し
く
お

-

,

′

←

/

願
い
い
た
し
ま
す

"

和
“

を
大
切
に
、

思
い
や
り
の
あ
る

活
動
を
=
指
し
て

治
会
(
玉
川
地
区
)

会
長

前
場

満
男

門
口
･

大
竹
自
治
会
(
玉
川
地
区
)
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